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資
料
紹
介
国
民
党
及
び
南
支
石
炭
資
源
に
関
す
る
資
料
︵
１
︶
佐
賀
県
立
図
書
館
資
料
課
郷
土
調
査
担
当
石
橋
道
秀
・
田
中
智
美
は
じ
め
に
本
稿
で
紹
介
す
る
書
簡
は
︑
平
成
二
十
二
年
︵
二
○
一
○
︶
佐
賀
県
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
塚
原
嘉
一
郎
関
係
資
料
︵
以
下
︑﹁
資
料
﹂︶
の
一
部
で
あ
る
︒
｢資
料
﹂
に
は
︑
塚
原
嘉
一
(１
)
郎
︵
以
下
︑
塚
原
︶
に
宛
て
た
蒋
介
石
︑
唐
紹
(２
)
儀
︑
章
士
(３
)
釗
や
汪
兆
(４
)
銘
︑
何
天
(５
)
烱
な
ど
国
民
党
関
係
の
枢
要
な
人
物
︑
あ
る
い
は
革
命
を
支
援
し
た
宮
崎
滔
(６
)
天
宛
の
書
簡
が
併
せ
て
一
六
点
含
ま
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
は
︑
南
支
石
炭
開
発
に
関
す
る
も
の
や
塚
原
へ
の
案
内
等
で
あ
る
︒
書
簡
の
概
要
に
つ
い
て
は
︑
後
掲
一
一
八
頁
の
目
録
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
本
稿
で
は
便
宜
上
﹁
国
民
党
﹂
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
︒
書
簡
の
差
出
人
が
属
し
た
組
織
は
︑
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
後
の
国
民
党
︑
中
華
革
命
党
︑
一
九
一
九
年
に
成
立
し
た
中
国
国
民
党
で
あ
る
こ
と
︑
ま
た
︑
作
成
年
が
不
詳
の
書
簡
が
多
い
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
の
書
簡
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
背
景
と
し
て
国
民
党
を
使
用
す
る
︒
ま
た
︑
中
国
南
部
︑
華
南
地
方
の
か
つ
て
の
呼
称
で
あ
る
南
支
を
本
稿
で
は
使
用
し
て
い
る
︒
塚
原
は
︑
明
治
二
九
年
︵
一
八
九
六
︶
三
井
物
産
に
入
社
し
︑
明
治
四
一
年
︵
一
九
〇
八
︶
上
海
支
店
勤
務
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
︒
上
海
時
代
の
塚
原
は
︑
秋
山
真
之
の
知
遇
を
得
る
と
共
に
南
支
の
石
炭
関
係
の
情
報
を
入
手
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
(７
)
る
︒
三
井
物
産
は
︑
上
海
支
店
を
設
け
て
石
炭
の
販
路
拡
張
に
あ
た
り
︑﹁
支
那
本
土
を
初
め
満
洲
︑
朝
鮮
﹂
ま
で
鉱
区
調
査
を
展
開
し
て
い
(８
)
る
︒
作
成
年
が
明
ら
か
な
書
簡
は
︑
孫
文
の
第
三
革
命
︵
一
九
一
五
～
一
九
一
六
︶
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
︑
国
民
党
の
資
源
戦
略
の
一
端
を
解
明
で
き
る
資
料
を
含
ん
で
い
る
︒
そ
こ
で
︑
本
稿
で
は
こ
れ
ら
書
簡
を
翻
刻
す
る
と
共
に
︑
中
文
に
つ
い
て
は
翻
訳
を
付
し
︑
今
後
の
研
究
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
︒
し
か
し
︑
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
︑
国
民
党
の
資
源
戦
略
の
一
端
及
び
塚
原
と
国
民
党
と
の
人
脈
を
知
り
う
る
資
料
と
し
て
︑
何
天
烱
書
簡
四
通
︑
汪
兆
銘
書
簡
一
通
︑
及
び
蒋
介
石
書
簡
一
通
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
︒
一
何
天
烱
書
簡
の
概
要
何
天
烱
︵
一
八
七
七
～
一
九
二
五
︶
は
中
国
広
東
・
興
寧
出
身
の
革
命
家
で
︑
広
東
同
盟
会
会
長
も
務
め
た
︒
辛
亥
革
命
が
起
き
る
と
︑
孫
文
の
駐
日
代
表
と
な
り
活
躍
し
(９
)
た
︒
塚
原
と
何
天
烱
と
の
関
係
を
知
る
上
で
︑
次
の
山
田
純
三
郎
の
回
想
記
述
は
重
要
で
あ
る
た
め
︑
少
々
長
く
な
る
が
引
用
す
(
)
る
︒
10
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孫
文
の
幕
僚
に
何
天
烱
と
い
ふ
廣
東
の
男
が
あ
つ
た
︒
そ
れ
が
第
一
革
命
の
時
に
日
本
へ
鐵
を
持
つ
て
來
た
︒
満
鐵
で
分
析
し
た
と
こ
ろ
に
依
る
と
非
常
に
良
い
鐵
で
あ
る
︒
夫
れ
を
将
軍
︵
筆
者
註
：
秋
山
真
之
の
こ
と
︶
が
記
憶
し
て
ゐ
て
私
︵
筆
者
註
：
山
田
の
こ
と
︶
に
日
本
は
鐵
が
不
足
だ
か
ら
今
か
ら
鐵
の
心
配
を
し
て
お
け
と
い
は
れ
た
︒
そ
れ
が
動
機
と
な
つ
て
大
正
六
年
の
九
月
孫
文
氏
の
招
電
に
依
つ
て
塚
原
氏
が
廣
東
に
赴
き
︑
私
と
何
天
烱
氏
と
落
合
つ
て
諸
種
の
準
備
を
爲
し
︑
又
日
本
か
ら
技
師
を
派
遣
す
る
爲
め
十
二
月
日
本
に
塚
原
氏
が
歸
り
︑
私
は
汕
頭
に
ゐ
て
技
師
を
待
合
せ
鐵
山
に
行
つ
て
取
調
べ
て
み
る
と
︑
山
を
崩
し
て
ゐ
る
其
の
分
だ
け
で
裕
に
一
億
萬
噸
は
あ
る
︒
何
天
烱
書
簡
は
四
通
で
︑
作
成
時
期
は
大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶
頃
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
の
他
︑
大
正
一
四
年
︵
一
九
二
五
︶
何
天
烱
が
来
日
し
た
と
き
の
経
費
の
支
払
控
が
確
認
で
き
(
)
る
︒
11
何
天
烱
書
簡
︹
大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶
︺
七
月
四
日
1‒1
山
田
邸
か
ら
実
用
品
が
届
い
た
こ
と
︑
山
田
に
相
談
し
た
件
の
結
果
伺
い
等
︒﹁
銀
座
伊
東
屋
製
Ⅵ
﹂
の
用
箋
使
用
︒
調
査
時
︑
こ
の
書
簡
以
外
に
汪
兆
銘
の
書
簡
一
通
も
同
封
さ
れ
て
い
た
︒
し
か
し
︑
元
々
は
次
に
掲
げ
る
蒋
介
石
書
簡
と
共
に
﹁
汪
兆
銘
蒋
介
石
両
氏
書
信
﹂
と
墨
書
さ
れ
た
封
筒
に
入
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
︒
何
天
烱
書
簡
︹
大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶
︺
九
月
二
五
日
1‒2
鉱
山
の
件
の
進
·
確
認
︑
及
び
連
絡
方
法
の
見
直
し
提
案
︒﹁
上
海
九
華
堂
寳
記
製
牋
﹂
の
用
箋
使
用
︒
何
天
烱
書
簡
︵
年
不
明
︶
七
月
二
七
日
1‒3
何
天
烱
の
友
人
が
持
つ
安
徽
省
宣
城
に
あ
る
石
炭
鉱
山
の
概
略
︑
及
び
日
本
か
ら
の
調
査
員
派
遣
依
頼
︒
同
様
の
用
箋
使
用
︒
四
枚
︒
1-1
何
天
烱
書
簡
︵
年
不
明
︶
一
〇
月
一
八
日
1‒4
｢何
天
烱
氏
ヨ
リ
宮
崎
滔
天
氏
ニ
宛
テ
タ
ル
書
信
﹂
と
墨
書
さ
れ
た
封
筒
に
入
れ
ら
れ
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
︒
金
策
の
相
談
︑
芳
川
や
塚
原
ら
と
の
調
整
依
頼
︒
二
蒋
介
石
書
簡
の
概
要
蒋
介
石
︵
一
八
八
七
・
一
〇
・
三
一
～
一
九
七
五
・
四
・
五
︶
は
︑
中
国
浙
江
省
奉
北
県
出
身
の
軍
人
︑
政
治
家
で
あ
る
︒
中
華
民
国
初
代
総
統
︒
二
〇
歳
で
渡
日
︑
一
九
一
〇
年
日
本
の
﹁
振
武
学
校
﹂
卒
業
後
︑
士
官
候
補
生
と
な
っ
た
︒
こ
の
間
中
国
同
盟
会
に
加
入
し
︑
一
九
一
〇
年
東
京
で
孫
文
に
会
っ
た
と
い
わ
れ
る
︒
一
九
一
一
年
辛
亥
革
命
が
起
こ
っ
た
た
め
帰
国
︑
戦
法
隊
の
指
揮
官
の
一
人
と
し
て
杭
州
を
占
領
︑
の
ち
に
上
海
軍
第
五
隊
長
と
な
っ
た
︒
そ
の
後
し
ば
し
ば
日
本
に
も
渡
っ
て
い
(
)
る
︒
12
蒋
介
石
書
簡
は
一
通
含
ま
れ
て
い
た
が
︑﹁
汪
兆
銘
蒋
介
石
両
氏
書
信
﹂
と
墨
書
さ
れ
た
封
筒
に
収
め
ら
れ
て
い
た
︒
書
簡
は
年
号
を
欠
く
が
︑
塚
原
の
も
て
な
し
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
︒
な
お
︑
塚
原
は
一
九
四
八
年
︑
中
華
民
国
憲
法
制
定
及
び
公
布
を
言
祝
ぐ
書
簡
を
送
っ
て
い
る
︒
こ
の
中
で
塚
原
は
︑
一
九
一
六
年
の
広
東
で
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
(
)
る
︒
13
凡
例
一
︑
漢
字
の
字
体
は
お
お
む
ね
常
用
漢
字
に
改
め
た
︒
一
︑
固
有
名
詞
は
原
文
の
字
体
を
尊
重
し
た
︒
一
︑
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
︒
一
︑
字
画
の
不
明
瞭
な
文
字
は
□
で
表
し
た
︒
字
数
を
確
実
に
し
得
な
い
場
合
は
と
示
し
た
︒
一
︑
抹
消
し
た
文
字
が
判
読
で
き
る
と
き
は
参〻
︑
抹
消
し
た
文
字
が
判
読
で
き
な
い
と
き
は
■〻
■〻
で
表
し
た
︒
一
︑
傍
注
は
次
の
よ
う
に
表
し
た
︒︵
例
︶
︵
カ
︶
誤
字
や
疑
い
が
あ
る
と
き
︒
一
︑
日
本
語
に
よ
る
書
簡
に
つ
い
て
は
︑
影
印
及
び
解
読
文
を
付
し
︑
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
︒
一
︑
中
国
語
に
よ
る
書
簡
に
つ
い
て
は
︑
影
印
︑
解
読
文
と
共
に
翻
訳
文
を
掲
げ
た
︒
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何
天
烱
書
簡
︹
大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶
︺
七
月
四
日
1‒1︻
封
筒
︼
(表
面
)
日
本
東
京
市
赤
坂
区
青
山
北
町
三
︱
六
八
塚
原
嘉
一
郎
殿
(消
印
)
A
I／
九
□
□
月
□
□
／
上
海
／
大
(裏
面
)
上
海
法
租
界
呉
興
里
七
五
何
宅
七
月
四
号
(消
印
上
)
上
海
／
□
□
A
N
G
H
A
I／
5
JU
L
19
／
〔1〕4
(消
印
下
)
青
山
／
8.7.10／
后
2-3
︻
本
紙
一
︼
※
何
天
烱
が
塚
原
嘉
一
郎
へ
宛
て
た
書
簡
︒
七
月
四
号
塚
原
先
生
何
天
烱
拝
啓
︒
旧
歳
︑
粤
省
一
別
後
︑
音
問
無
之
候
︒
殊
失
礼
之
極
也
︒
昨
日
︑
突
然
山
田
邸
カ
ラ
愚
男
の
実
用
品
御
恵
下
度
候
︒
拳
家
モ
甚
喜
歓
致
候
︒
唯
有
多
謝
領
受
而
已
︒
愚
男
出
世
︑
於
一
月
十
八
日
︑
御
蔭
ナ
ガ
ラ
︑
身
体
殊
壮
健
之
至
︒
請
安
心
被
下
︒
一
週
前
家
父
少
々
病
気
の
手
紙
マ
イ
リ
マ
シ
タ
カ
ラ
︑
只
今
憂
慮
不
堪
︑
帰
郷
致
ツ
モ
リ
デ
ス
ガ
︑
過
日
山
(
)
田
兄
に
相
談
14
の
事
付
テ
︑
其
結
果
如
何
有
(之
)
乃
候
︒
一
寸
御
シ
ラ
セ
ヲ
被
下
︑
万
事
︑
後
談
︵
後
で
ま
た
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
︶
〻
〻
︒
奥
様
に
宜
ク
︒
諸
君
に
モ
宜
ク
︒
︻
本
紙
二
︼
※
汪
兆
銘
が
玉
章
へ
宛
て
た
書
簡
︒
︹
一
九
一
九
年
︺
三
月
十
八
日
玉
章
我
兄
大
鑑
在
長
崎
曽
寄
一
片
想
已
達
覧
茲
於
東
京
晤
旧
友
塚
原
嘉
一
郎
先
生
従
談
一
切
先
生
於
来
月
赴
粤
民
国
以
来
賛
助
吾
人
事
業
至
多
且
巨
今
者
関
於
四
川
実
業
前
途
更
有
所
計
画
好
案
為
(洽
カ
)
可
□
乞
接
洽
為
祷
弟
明
日
自
横
濱
啓
行
途
中
有
暇
再
発
奉
書
余
不
一
(貫
カ
)
一
□
即
請
大
安
弟
汪
兆
銘
謹
啓
三
月
十
六
日
在
日
本
東
京
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玉
章
我
兄
大
鑑
長
崎
か
ら
以
前
送
っ
た
手
紙
は
︑
す
で
に
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
︒
こ
こ
東
京
に
お
い
て
旧
友
︑
塚
原
嘉
一
郎
様
と
会
い
︑
す
べ
て
あ
り
の
ま
ま
に
話
し
合
い
ま
し
た
︒
先
生
は
来
月
か
ら
広
東
に
赴
か
れ
ま
す
︒
民
国
以
来
の
賛
助
に
よ
り
︑
私
の
事
業
は
多
岐
に
至
り
且
つ
巨
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
︒
今
で
は
四
川
実
業
の
前
途
に
関
わ
る
更
な
る
良
い
計
画
案
が
あ
り
ま
す
︒
可
能
で
あ
れ
ば
︑
打
ち
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
︒
私
は
明
日
横
浜
へ
向
か
(
)
い
︑
途
中
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
︑
改
め
て
15
手
紙
を
お
出
し
す
る
よ
う
に
し
ま
す
︒
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒
汪
兆
銘
謹
啓
三
月
十
六
日
日
本
東
京
に
て
︻
訳
文
︼
何
天
烱
書
簡
︹
大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶
︺
九
月
二
五
日
1‒2︻
封
筒
︼
請
面
交
山
田
塚
原
三
先
生
玉
披
︻
本
紙
訳
文
︼
塚
原
︑
山
田
︑
菊
池
三
先
生
把
握
鉱
山
之
件
曽
経
諸
君
承
諾
極
力
賛
助
因
之
弟
有
種
々
之
計
畫
今
久
不
接
函
未
知
近
況
何
似
曽
発
電
催
促
而
塚
原
兄
以
来
電
不
明
相
覆
弟
用
益
深
焦
Ò
茲
因
宮
崎
先
生
回
国
之
便
特
懇
其
代
達
鄙
情
盖
徒
函
電
往
来
恐
有
辞
不
達
意
之
嫌
也
請
鑑
察
之
特
此
拱
候
回
音
順
問
芳
川
犬
塚
両
先
生
福
安
何
天
烱
九
月
廿
五
夜
︻
本
紙
︼
塚
原
様
︑
山
田
様
︑
菊
池
様
鉱
山
の
件
は
確
か
に
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
︒
か
つ
て
皆
様
は
力
の
限
り
賛
助
す
る
こ
と
を
承
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
こ
の
こ
と
か
ら
私
は
様
々
な
計
画
を
考
え
て
い
ま
す
︒
今
久
し
く
私
の
手
元
に
手
紙
が
届
か
ず
︑
進
·
状
況
が
わ
か
り
ま
せ
ん
︒
以
前
電
報
に
て
催
促
を
し
︑
塚
原
様
の
電
報
を
受
け
取
り
ま
し
た
が
︑
そ
れ
以
来
様
子
が
わ
か
り
ま
せ
ん
︒
当
方
は
準
備
が
で
き
て
お
り
︑
気
を
も
ん
で
お
り
ま
す
︒
そ
こ
で
︑
宮
崎
様
の
帰
(
)
国
の
際
︑
代
わ
16
り
に
私
の
気
持
ち
を
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
︒
蓋
し
︑
い
た
ず
ら
に
手
紙
や
電
報
の
や
り
と
り
を
し
て
も
齟
齬
が
で
て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
︒
こ
の
こ
と
を
ご
賢
察
く
だ
さ
い
︒
つ
き
ま
し
て
は
︑
回
答
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒
順
問
︒
芳
川
様
︑
犬
塚
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
︒
何
天
烱
九
月
二
十
五
日
夜
︒
何
天
烱
書
簡
︵
年
不
明
︶
七
月
二
七
日
1‒3
菊
池
何
拝
詫
︻
本
紙
︼
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塚
原
先
生
尊
鑑
前
日
蒙
恵
寄
小
供
之
臥
床
此
物
深
為
適
用
︑
毎
一
念
及
︑
唯
有
感
謝
而
巳
︑
啓
者
自
山
田
兄
回
京
後
可
謀
之
件
︑
想
目
下
尚
無
結
果
︑
是
亦
不
得
已
之
事
也
︑
唯
鄙
人
与
兄
等
已
志
同
道
合
︑
無
国
界
之
分
則
此
後
種
々
提
携
之
事
︑
決
不
応
以
今
日
之
小
々
及
潮
而
有
所
阻
礙
自
欧
戦
告
終
︑
鉄
鉱
医
鉱
︑
倶
受
影
響
而
落
価
︑
唯
﹁
石
炭
﹂
之
商
売
︑
尚
有
十
分
之
希
望
︑
刻
下
敝
友
人
在
安
徽
宣
城
有
一
玉
良
之
炭
砿
︑
日
前
特
来
商
量
可
以
合
辧
︑
此
鑛
曽
終
日
本
及
中
国
技
師
多
人
調
査
︑
倶
認
為
有
甚
大
之
価
値
︑
旧
歳
年
末
︑
日
本
商
家
︑
対
于
此
鉱
曽
有
激
烈
之
競
争
︑
結
果
唯
有
失
敗
︑
唯
敝
友
人
甚
信
任
鄙
人
︑
且
願
全
権
由
鄙
人
辧
理
︑
茲
将
該
鉱
情
形
︑
大
略
説
明
如
下
︑
一
鉱
区
約
三
千
畝
︑
一
有
採
鉱
之
執
照
︑︵
許
下
︶
一
炭
量
約
五
百
万
噸
以
上
︑
一
炭
之
厚
層
︑
平
均
約
五
尺
︑
一
■〻
■〻
有
煙
炭
其
質
係
中
等
以
上
︑
一
目
前
用
土
法
開
採
︑
毎
日
約
五
十
噸
以
上
︑
一
由
砿
山
玉
水
路
︑
約
十
五
清
里
︑
一
夜
可
到
蕪
湖
︑
一
在
蕪
湖
之
売
価
約
十
四
円
︵
純
利
︑
約
三
円
五
十
銭
︶
某
技
師
云
︑
如
得
十
万
円
以
上
之
機
械
︑
則
毎
日
可
出
炭
二
百
噸
以
上
︑
以
毎
噸
純
利
三
円
五
十
銭
計
算
︑
毎
日
實
可
乃
七
百
円
︑
其
獲
利
不
可
謂
不
厚
也
︑
茲
鄙
意
欲
兄
等
即
日
商
議
︑
嘱
馬
塲
君
即
日
前
来
調
査
︑
䖝
刻
下
排
日
厄
潮
未
息
︑
然
有
鄙
人
在
滬
照
料
︑
則
亦
無
困
難
之
事
︑
但
此
件
対
于
鄙
等
団
体
以
外
之
人
︑
請
為
厳
守
秘
密
︑
若
兄
等
認
此
件
為
不
能
進
行
或
無
進
行
之
必
要
時
︑
則
請
即
日
明
別
荅
覆
︑
以
免
鄙
人
対
于
友
人
有
遅
延
之
咎
也
専
此
并
問
芳
川
山
田
諸
先
生
大
為
七
月
廿
七
菊
池
弟
何
天
烱
聞
犬
塚
先
生
貴
体
未
安
已
別
函
慰
問
矣
︻
訳
文
︼
塚
原
先
生
尊
鑑
︒
一
昨
日
私
の
病
気
の
お
見
舞
い
に
結
構
な
物
を
頂
き
︑
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
の
み
で
ご
ざ
い
ま
す
︒
陳
者
︵
さ
て
︶︑
山
田
様
が
東
京
に
帰
ら
れ
た
後
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
件
は
今
な
お
結
果
が
出
ず
︑
こ
れ
ま
た
止
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
︒
た
だ
︑
私
と
あ
な
た
方
と
は
既
に
志
が
同
じ
で
す
︒
国
境
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
こ
の
あ
と
の
様
々
な
提
携
は
︑
決
し
て
今
日
の
些
細
な
良
く
な
い
風
潮
︵
排
日
の
風
潮
︶
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
欧
(
)
戦
が
終
わ
っ
て
か
ら
︑
17
鉄
鉱
︑
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
︵
医
鑛
︶
は
み
な
影
響
を
受
け
価
格
が
下
落
し
ま
し
た
︒
た
だ
︑﹁
石
炭
﹂
の
商
売
は
ま
だ
十
分
な
希
望
が
あ
り
︑
私
の
友
人
は
安
徽
省
の
宣
(
)
城
に
良
い
炭
鉱
を
18
持
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の
前
わ
ざ
わ
ざ
共
同
経
営
で
き
る
か
相
談
に
き
ま
し
た
︒
こ
の
炭
鉱
は
か
つ
て
日
本
及
び
中
国
の
多
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何
天
烱
書
簡
︵
年
不
明
︶
一
〇
月
一
八
日
1‒4︻
封
筒
︼
何
天
烱
氏
ヨ
リ
宮
崎
滔
天
氏
ニ
宛
テ
タ
ル
書
信
︻
本
紙
︼
く
の
技
師
が
調
査
し
︑
共
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
認
め
ま
し
た
︒
昨
年
末
︑
日
本
の
商
家
と
こ
の
炭
鉱
に
つ
い
て
激
し
い
競
争
が
あ
り
ま
し
た
が
︑
た
だ
失
敗
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
︒
し
か
し
友
人
は
私
を
大
変
信
用
し
て
い
て
︑
全
権
を
私
に
ゆ
だ
ね
処
理
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
︒
こ
こ
で
︑
そ
の
炭
鉱
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
︒
一
炭
鉱
の
区
域
は
約
三
千
畝
︑
一
採
鉱
の
許
可
証
あ
り
︑
一
炭
の
量
は
約
五
百
萬
ト
ン
以
上
︑
一
炭
の
厚
層
は
平
均
約
五
尺
︑
一
有
煙
炭
の
質
は
中
等
以
上
︑
一
昔
な
が
ら
の
方
法
で
開
採
し
︑
毎
日
約
五
十
ト
ン
以
上
︑
一
鉱
山
よ
り
水
路
に
至
る
ま
で
︑
約
十
五
清
(
)
里
︑
一
夜
に
19
し
て
蕪
(
)
湖
に
到
達
す
る
︑
20
一
蕪
湖
で
の
売
価
は
約
十
四
円
︵
純
利
︑
約
三
円
五
十
銭
︶
某
技
師
い
わ
く
︑
十
万
円
以
上
の
機
械
が
あ
れ
ば
︑
毎
日
炭
二
百
ト
ン
以
上
の
石
炭
を
掘
り
出
す
こ
と
が
で
き
︑
毎
ト
ン
の
純
利
三
円
五
十
銭
で
計
算
す
る
と
︑
毎
日
実
に
七
百
円
に
及
ぶ
は
ず
で
す
︒
そ
の
得
た
利
益
は
多
く
な
い
と
は
言
え
な
い
︒
こ
の
愚
見
に
つ
い
て
す
ぐ
相
談
し
︑
馬
場
さ
(
)
ん
に
近
い
う
ち
21
に
調
査
に
く
る
よ
う
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
︒
ま
だ
反
日
の
悪
い
風
潮
が
終
息
し
て
い
ま
せ
ん
が
︑
私
が
上
海
に
い
て
お
世
話
を
す
れ
ば
︑
困
難
な
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
︒
但
し
︑
こ
の
件
は
︑
私
の
団
体
以
外
の
人
に
は
秘
密
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
︒
も
し
あ
な
た
方
が
こ
の
件
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
︑
あ
る
い
は
進
め
る
必
要
が
な
け
れ
ば
︑
す
ぐ
回
答
し
て
く
だ
さ
い
︒
私
が
遅
延
の
た
め
友
人
に
咎
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
︒
以
上
︒
そ
し
て
︑
山
田
様
︑
芳
川
(
)
様
︑
菊
池
(
)
様
に
宜
し
く
お
伝
え
く
だ
22
23
さ
い
︒
七
月
二
七
日弟
何
天
烱
犬
塚
(
)
様
の
お
体
の
具
合
が
悪
い
と
聞
き
︑
別
の
お
手
紙
に
て
24
お
見
舞
い
い
た
し
ま
す
︒
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九
日
附
御
書
ò
︑
昨
日
拝
見
仕
候
︒
貴
兄
ノ
御
尽
力
之
段
ハ
難
有
奉
謝
候
︒
山
田
之
件
ハ
東
京
ニ
於
テ
解
決
被
成
度
︒
小
生
ハ
関
係
セ
ザ
ル
事
ニ
致
度
候
︒
(該
(
)
山
之
件
ニ
就
テ
ハ
内
幕
ノ
一
人
ト
セ
ラ
レ
タ
シ
︒
他
25
日
謡
言
ヲ
云
ヒ
フ
ラ
シ
︑
我
等
ノ
進
行
ヲ
妨
ゲ
ラ
ル
ヽ
恐
レ
ア
レ
バ
ナ
リ
︒)
芳
川
其
他
諸
君
ガ
技
師
ヲ
派
遣
ス
ル
ト
ノ
事
ハ
︑
拝
承
致
候
得
共
︑
小
生
ノ
考
ハ
︑
南
北
妥
協
及
ヒ
排
日
思
想
ガ
稍
〻
息
ミ
ル
後
ヲ
以
テ
最
善
ノ
事
ト
存
候
︒
(私
議
ハ
︑
来
年
正
︑
二
月
頃
ニ
︑
一
段
落
ヲ
告
グ
ル
コ
ト
ヽ
存
候
︒
然
ラ
バ
排
日
モ
緩
和
サ
ル
ヽ
コ
ト
ヽ
断
言
致
候
︒)
(止
カ
)
万
事
︑
相
□
一
々
誠
意
ヲ
以
テ
︑
各
其
能
力
ヲ
盡
シ
度
︒
若
シ
区
区
タ
ル
時
間
ノ
問
題
ニ
テ
ハ
其
計
画
ヲ
以
テ
為
ス
ニ
是
ラ
ザ
ル
事
ト
存
候
︒
所
謂
︑
九
仞
ノ
山
モ
其
切
一
簣
ニ
シ
テ
缼
(
)
ク
ト
云
フ
事
ヲ
︑
26
芳
川
其
他
諸
君
ニ
御
伝
言
被
下
度
︒
諸
君
サ
ヘ
私
ヲ
信
シ
テ
下
サ
レ
バ
︑
何
処
も
ヤ
リ
マ
ス
カ
ラ
万
事
御
安
心
被
下
度
候
︒
目
下
金
価
ノ
下
落
ハ
底
止
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
ズ
︒
日
本
金
拾
万
円
ハ
上
海
銀
五
万
位
ニ
過
ギ
ス
︒
実
ニ
小
生
ノ
抱
負
ヲ
展
開
ス
ル
能
ハ
ズ
︒
若
シ
如
此
ナ
レ
バ
︑
小
生
ハ
実
ニ
何
方
一
事
も
取
扱
フ
ベ
キ
ナ
シ
︒
家
父
ノ
祝
ト
申
セ
シ
ハ
︑
此
名
義
ヲ
借
リ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
︒
若
︑
直
ニ
祝
ノ
費
用
方
ト
セ
バ
二
三
千
円
ア
レ
バ
可
ナ
リ
︒
小
生
︑
不
肖
ト
忝
も
諸
君
ノ
顔
サ
ヘ
見
レ
バ
金
ノ
問
題
ヲ
言
ヒ
出
ス
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
︒
何
卒
塚
原
其
他
諸
君
ハ
︑
小
生
ノ
意
ヲ
了
解
被
下
度
候
︒
小
生
ハ
至
急
帰
郷
致
度
候
ニ
就
テ
ハ
︑
該
金
員
︑
即
日
御
郵
送
被
下
間
敷
哉
︒
至
急
確
実
ナ
ル
御
回
答
ヲ
願
度
︑
時
日
ヲ
遷
延
サ
ル
ヽ
ハ
甚
ダ
謂
レ
ナ
キ
事
ト
存
候
︒
皆
〻
様
ヘ
宜
敷
御
傳
聲
被
下
度
候
︒
十
月
十
八
日
何
天
烱
滔
天
先
生
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
今
朝
御
手
紙
拝
見
︒
此
手
紙
ト
同
封
笑
覧
被
入
レ
候
︒
小
生
要
求
ス
ル
参〻
拾
万
円
ハ
︑
何
卒
同
約
通
リ
ニ
可
成
候
様
︑
願
上
候
︒
然
ル
後
︑
石
灰
岩
問
題
ハ
︑
別
ニ
一
案
ヲ
提
出
可
致
候
間
︑
塚
原
氏
ニ
御
相
談
御
進
行
之
程
願
上
候
︒
技
師
派
遣
ハ
︑
馬
場
君
一
人
ニ
テ
十
分
ニ
存
候
︒
此
度
︑
交
通
便
利
ニ
テ
︑
馬
場
氏
も
支
那
語
ヲ
使
用
シ
淂
ラ
レ
候
ハ
ヽ
︑
都
合
宜
敷
候
︒
十
月
十
八
日
午
前
滔
天
先
生
何
天
烱
む
す
び
に
以
上
に
掲
載
し
た
資
料
の
解
読
は
︑
平
成
二
十
三
年
度
郷
土
調
査
担
当
石
橋
道
秀
︑
田
中
智
美
が
担
当
し
た
︒
こ
れ
ら
書
簡
は
解
読
が
困
難
で
︑
か
つ
難
解
な
中
国
語
を
含
ん
で
い
た
た
め
︑
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
香
蘭
女
子
短
期
大
学
金
珽
実
先
生
︑
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
昭
弘
先
生
︑
同
文
化
教
育
学
部
中
尾
友
香
梨
先
生
の
助
言
を
得
て
︑
何
と
か
訳
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
ま
た
︑
そ
の
他
多
く
の
方
々
の
助
言
を
得
て
︑
掲
載
に
至
っ
た
︒
こ
の
場
を
借
り
て
皆
様
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し
た
い
︒
但
し
︑
本
稿
で
取
り
上
げ
た
書
簡
は
難
解
で
あ
る
た
め
︑
解
読
︑
翻
訳
は
十
分
で
は
な
い
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
部
分
に
つ
い
て
は
︑
読
者
諸
賢
の
御
批
正
を
頂
戴
し
た
い
︒
な
お
︑
塚
原
嘉
一
郎
関
係
資
料
に
は
︑
山
東
炭
に
関
す
る
分
析
結
果
情
報
提
供
の
礼
を
述
べ
た
秋
山
真
之
書
簡
が
含
ま
れ
て
い
る
︒
秋
山
真
之
が
中
国
の
国
民
党
の
革
命
運
動
を
支
援
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
︑
こ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
に
よ
り
︑
国
民
党
関
係
資
料
の
一
部
し
か
紹
介
で
き
な
か
っ
た
︒
塚
原
嘉
一
郎
関
係
資
料
に
は
︑
陳
中
孚
︑
戴
伝
賢
︑
唐
紹
儀
︑
章
士
剣
︑
謝
晩
石
︑
殷
汝
耕
︑
汪
兆
銘
の
他
︑
宮
崎
滔
天
︑
芳
川
寛
治
︑
菊
池
隆
等
の
書
簡
や
資
源
開
発
に
関
わ
る
規
約
が
含
ま
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
に
紹
介
で
き
る
機
会
を
得
る
こ
と
を
望
み
つ
つ
︑
本
稿
を
結
び
た
い
︒
参
考
文
献
鐙
屋
一
著
﹃
章
士
釗
と
近
代
中
国
政
治
史
研
究
﹄︑
東
京
︑
芙
蓉
書
房
出
版
︑
二
〇
〇
二
︒
佐賀県立図書館資料課 郷土調査担当
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蒋
介
石
書
簡
︵
年
不
明
︶
一
一
月
二
三
日
２︻
封
筒
︼
汪
兆
銘
両
氏
書
信
蒋
介
石
︻
本
紙
︼
塚
原
先
生
大
鑑
敬
啓
者
今
日
返
滬
以
後
如
足
下
回
滬
有
期
請
先
示
知
以
便
招
待
也
此
請
十
一
月
廿
三
日
旅
安
蒋
介
石
頓
︻
本
紙
訳
文
︼
塚
原
先
生
大
鑑
敬
啓
者
本
日
上
海
に
帰
り
ま
す
︒
今
後
も
し
貴
下
が
上
海
に
戻
る
期
が
あ
れ
ば
︑
今
回
の
も
て
な
し
と
同
様
の
も
て
な
し
が
で
き
る
よ
う
に
︑
ど
う
ぞ
先
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
︒
旅
先
で
の
平
安
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒
十
一
月
二
十
三
(
)
日
蒋
介
石
拝
27
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
﹃
国
史
大
辞
典
﹄︑
東
京
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
八
九
︒
櫻
井
眞
淸
著
﹃
秋
山
真
之
﹄︑
東
京
︑
秋
山
眞
之
會
︑
一
九
三
三
︒
下
中
直
人
編
﹃
世
界
大
百
科
事
典
﹄︑
東
京
︑
平
凡
社
︑
二
〇
〇
七
︒
中
国
・
地
図
出
版
社
﹃
中
華
人
民
共
和
国
地
図
集
﹄
第
一
版
︑
東
京
︑
帝
国
書
院
︑
一
丁
秋
潔
・
宋
平
編
・
鈴
木
博
訳
﹃
蔣
介
石
書
簡
集
﹄︑
東
京
︑
み
す
ず
書
房
︑
二
〇
〇
一
︒
中
村
義
ほ
か
編
﹃
近
代
日
中
関
係
史
人
名
辞
典
﹄
第
一
版
︑
東
京
︑
東
京
堂
出
版
︑
二
〇
一
〇
︒
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
編
﹃
中
国
人
名
事
典
古
代
か
ら
現
代
ま
で
﹄
第
一
版
︑
東
京
︑
株
式
会
社
紀
伊
國
屋
書
店
︑
一
九
九
三
︒
宮
崎
滔
天
著
﹃
宮
崎
滔
天
全
集
﹄
東
京
︑
平
凡
社
︑
一
九
七
三
︒
山
浦
貫
一
編
集
者
﹃
森
恪
﹄︑
東
京
︑
森
恪
傳
記
編
纂
會
︑
一
九
四
〇
︒
山
本
条
太
郎
著
﹃
山
本
条
太
郎
﹄
東
京
︑
図
書
出
版
社
︑
一
九
九
〇
︒
︵
１
︶
塚
原
嘉
一
郎
︵
一
八
七
六
～
一
九
六
〇
︶
は
︑
佐
賀
郡
新
北
村
寺
井
津
︵
現
佐
賀
市
︶
生
ま
れ
の
実
業
家
︒
三
井
物
産
を
退
職
後
︑
広
く
炭
坑
を
経
営
し
た
︒
︵
２
︶
唐
紹
儀
︵
一
八
六
〇
︱
一
九
三
八
︶
は
清
末
民
国
初
期
の
外
交
官
︑
政
治
家
︒
辛
亥
革
命
で
は
︑
袁
世
凱
側
代
表
と
し
て
伍
廷
芳
と
和
議
の
交
渉
︒
一
二
年
︑
袁
大
総
統
下
︑
民
国
最
初
の
国
務
総
理
に
就
任
す
る
が
︑
対
立
し
て
辞
職
︒
一
七
年
︑
広
東
軍
政
府
の
財
政
課
長
︑
以
後
︑
南
方
代
表
と
し
て
︑
北
洋
派
と
交
渉
に
あ
た
る
︒﹃
国
史
大
辞
典
﹄︵
一
九
八
九
︶﹁
唐
紹
儀
﹂
の
項
か
ら
抜
粋
︒
︵
３
︶
章
士
釗
︵
一
八
八
二
︱
一
九
七
三
︶
は
湖
南
省
出
身
︒
日
本
を
経
て
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
︒
辛
亥
革
命
直
後
に
帰
国
し
︑﹃
民
立
法
﹄
主
筆
と
し
て
宋
教
仁
の
国
民
党
結
成
を
支
持
し
た
︒
第
二
革
命
後
︑
亡
命
先
の
東
京
で
﹃
甲
寅
﹄
雜
誌
を
発
行
し
第
三
革
命
に
参
加
し
た
︒
一
九
一
九
年
の
南
北
和
平
会
議
に
は
広
東
軍
政
府
代
表
と
し
て
出
席
︒
鐙
屋
一
︵
二
〇
〇
二
：
一
六
︶
か
ら
抜
粋
︒
︵
４
︶
汪
兆
銘
︵
一
八
八
五
︱
一
九
四
四
︶
は
中
国
の
政
治
家
︒
号
は
清
衛
︒
日
中
戦
争
の
間
︑
日
本
に
協
力
し
た
た
め
﹁
漢
奸
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒
広
東
省
の
出
身
︒
父
は
浙
江
省
か
ら
移
住
し
て
き
た
小
商
人
︑
母
は
後
妻
の
呉
氏
︒
明
治
三
七
年
︵
一
九
〇
四
︶
広
東
省
政
府
の
官
費
留
学
生
と
し
て
来
日
︑
二
年
後
に
東
京
法
政
大
学
速
成
科
卒
業
︒
こ
の
間
︑
孫
文
の
指
導
す
る
中
国
革
命
同
盟
会
に
加
入
︑
章
炳
麟
を
補
佐
し
て
同
会
機
関
紙
﹃
民
報
﹄
編
集
に
参
加
︒﹃
国
史
大
辞
典
﹄︵
一
九
八
九
︶﹁
汪
兆
銘
﹂
の
項
か
ら
抜
粋
︒
︵
５
︶
｢烱
﹂
を
﹁
炯
﹂
と
表
記
し
て
い
る
文
献
も
あ
る
が
︑
本
稿
で
は
書
簡
の
表
記
に
従
い
︑﹁
烱
﹂
の
字
を
用
い
た
︒
︵
６
︶
宮
崎
滔
天
︵
一
八
七
〇
︱
一
九
二
二
︶
は
明
治
・
大
正
時
代
の
中
国
革
命
運
動
家
︒
明
治
三
〇
年
︵
一
八
九
七
︶
秋
︑
孫
文
と
知
り
合
い
︑
以
後
孫
文
の
革
命
運
動
の
絶
対
的
支
援
者
と
し
て
活
動
し
た
︒﹃
国
史
大
辞
典
﹄︵
一
九
八
九
︶﹁
宮
崎
滔
天
﹂
の
項
か
ら
抜
粋
︒
︵
７
︶
塚
原
は
秋
山
真
之
に
︑
山
東
博
山
炭
に
関
す
る
詳
細
な
分
析
結
果
を
提
供
し
て
い
る
︒﹁
秋
山
真
之
書
簡
﹂︵
明
治
四
三
年
七
月
九
日
図
塚
原
〇
六
二
六
︶︒
︵
８
︶
明
治
以
来
政
府
の
手
に
帰
し
︑
明
治
九
年
こ
の
方
︑
三
井
物
産
が
鉱
山
局
か
ら
石
炭
の
一
手
販
売
を
引
き
受
け
て
販
路
拡
張
に
当
た
り
︑
初
め
て
上
海
に
派
出
員
を
置
い
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
が
三
池
炭
輸
出
の
権
與
で
︑
同
時
に
三
井
が
支
那
貿
易
に
乗
り
出
す
第
一
歩
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒
山
本
条
太
郎
︵
一
九
九
〇
：
四
四
︶︒
三
井
の
鉱
山
調
査
に
つ
い
て
は
山
浦
貫
一
︵
一
九
四
〇
：
二
四
四
︶
を
参
考
と
し
た
︒
︵
９
︶
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
︵
一
九
九
三
：
九
三
︶︒
︵
︶
櫻
井
眞
淸
︵
一
九
三
三
：
二
六
三
︶
10
︵
︶
〔何
天
烱
氏
来
朝
経
費
其
他
塚
原
支
払
控
︺︵
一
九
二
五
年
三
月
四
日
図
塚
原
〇
四
七
七
︶︒
11
︵
︶
『国
史
大
辞
典
﹄︵
一
九
八
九
︶﹁
蒋
介
石
﹂
の
項
︒
12
︵
︶
｢塚
原
嘉
一
郎
書
簡
控
﹂︵
図
塚
原
〇
五
〇
九
︶
13
︵
︶
山
田
純
三
郎
︵
一
八
七
六
・
五
・
一
八
～
一
九
六
〇
・
二
・
一
八
︑
孫
文
の
協
力
者
︶
カ
︒
︱
14
中
村
義
︵
二
〇
一
〇
：
五
九
二
︶︒
︵
︶
汪
兆
銘
は
一
九
一
九
年
三
月
一
四
日
に
訪
日
し
︑
三
月
一
七
日
に
︑
横
浜
か
ら
春
洋
丸
に
て
渡
15
米
し
て
い
る
︵
宮
崎
滔
天
︵
一
九
七
三
：
五
巻
七
一
五
︶︶︒
︵
︶
大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶
九
月
二
七
日
︒
宮
崎
滔
天
は
八
幡
丸
に
て
上
海
を
出
帆
し
て
い
る
︒
16
︵
宮
崎
滔
天
︵
一
九
七
三
：
五
巻
七
一
六
︶︶︒
︵
︶
第
一
次
世
界
大
戦
︵
一
九
一
四
・
七
～
一
九
一
八
・
一
一
︶
カ
︒
︱
日
本
大
辞
典
刊
行
会
︵
一
17
九
七
四
：
五
一
〇
︶︒
︵
︶
安
徽
省
に
あ
る
地
名
︒
︱
中
国
・
地
図
出
版
社
︵
一
九
七
九
：
七
一
︶︒
18
︵
︶
十
五
清
里
は
現
在
の
長
さ
に
換
算
し
て
︑
約
八
六
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︒
︱
下
中
直
人
︵
二
〇
19
〇
七
：
五
〇
二
︶﹁
度
量
衡
﹂︒
︵
︶
蕪
湖
︵
ぶ
こ
︶︒
安
徽
省
に
あ
る
地
名
︒
長
江
航
路
の
重
要
港
で
︑
水
陸
交
通
が
便
利
︒
︱
中
20
国
・
地
図
出
版
社
︵
一
九
七
九
：
七
一
︶︒
︵
︶
技
師
の
馬
場
惟
明
カ
︵﹁
馬
場
惟
明
氏
へ
渡
金
計
算
﹂・
図
塚
原
〇
四
六
九
︶︒
21
︵
︶
芳
川
寛
治
︵
一
八
八
二
・
五
・
一
二
～
一
九
五
六
・
九
・
二
九
︑
実
業
家
︶
カ
︒
日
支
組
合
規
22
約
に
名
前
あ
り
︒
︱
猪
野
三
郎
︵
一
九
八
九
：
五
〇
︶︒
︵
︶
菊
池
良
一
︵
一
八
七
九
・
一
〇
・
一
～
一
九
四
五
・
二
・
二
五
︑
山
田
純
三
郎
の
従
兄
弟
︑
孫
23
文
の
協
力
者
︶
カ
︒
日
支
組
合
規
約
に
名
前
あ
り
︒
︱
中
村
義
︵
二
〇
一
〇
：
二
一
六
︶︒
︵
︶
犬
塚
信
太
郎
︵
一
八
七
四
・
三
・
二
四
～
一
九
一
九
・
一
二
・
一
〇
︑
満
鉄
理
事
︑
孫
文
の
協
24
力
者
︶
カ
︒
日
支
組
合
規
約
に
名
前
あ
り
︒
︱
中
村
義
︵
二
〇
一
〇
：
七
二
︶︒
︵
︶
地
名
カ
︒
遺
称
地
不
詳
︒
25
︵
︶
九
仞
の
山
を
築
く
た
め
に
は
︑
最
後
の
一
杯
の
も
っ
こ
の
土
を
欠
い
て
も
完
成
し
な
い
︒
九
割
九
26
分
完
成
し
た
大
き
な
仕
事
が
︑
最
後
の
わ
ず
か
な
油
断
で
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
の
比
喩
︒
︵
︶﹃
蒋
介
石
書
簡
集
﹄︵
上
︶
の
年
表
で
確
認
し
た
が
︑
年
代
の
特
定
は
出
来
な
か
っ
た
︒
27
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国民党及び南支石炭資源に関する資料目録
＜何天烱＞汪兆銘を含む
状25.2何天烱
〔大正８年〕７月４日
1919年
図塚原0240
何天烱書簡
摘 要宛 先
用筆
注記
形状
法量
(縦)
著者
(差出人)
成立・出版年請求記号資 料 名
旅館
扶桑館
大正14年３月４日
1925年
図塚原0477
〔何天烱氏来朝経費
其他塚原支払控〕
図塚原0336
玉章我兄墨書状18.1汪兆銘
３月12日
〔1919年〕
何天烱書簡
汪兆銘書簡
汪兆銘書簡及び
「昭和二八・七・二八 西
日本」とペン書きされた
新聞切抜き同封。
塚原先生墨書
塚原先生墨書状25.4何天烱７月27日図塚原0329何天烱書簡
領収書の綴。封筒入り。何様ペン書綴20
滔天先生墨書状14.2何天烱10月18日図塚原0284何天烱書簡
山田、塚原、菊池
三先生
墨書状26.4何天烱
〔大正８年〕９月25日
1919年
＜蒋介石＞
状19.8蒋介石11月23日図塚原0232蒋介石書簡
摘 要宛 先
用筆
注記
形状
法量
(縦)
著者
(差出人)
成立・出版年請求記号資 料 名
「汪兆銘 蒋介石 両氏
書信」と墨書された封筒
に一通のみ封入。
塚原先生墨書
＜殷汝耕＞
状25.2殷汝耕２月８日図塚原0537殷汝耕書簡
摘 要宛 先
用筆
注記
形状
法量
(縦)
著者
(差出人)
成立・出版年請求記号資 料 名
塚原嘉一郎殿墨書状26殷汝耕４月５日図塚原0536殷汝耕書簡
塚原仁兄墨書
＜陳中孚＞
状23.2陳中孚
大正８年９月４日
1919年
図塚原0209陳中孚書簡
摘 要宛 先
用筆
注記
形状
法量
(縦)
著者
(差出人)
成立・出版年請求記号資 料 名
図塚原0209と同内容。
芳川寛治殿、
塚原嘉一郎殿
用箋に
炭酸紙
複写
状27陳中孚
大正８年９月４日
1919年
図塚原0511〔陳中孚書簡〕
図塚原0511と同内容。
芳川寛治殿、
塚原嘉一郎殿
墨書
＜徐謙＞
状26.8徐謙
中華民国７年11月13日
1918年
図塚原0231徐謙書簡
摘 要宛 先
用筆
注記
形状
法量
(縦)
著者
(差出人)
成立・出版年請求記号資 料 名
軍政府司法部用箋を使
用。
塚原先生閣下墨書
＜戴伝賢＞
状26.3戴伝賢10月27日図塚原0238戴伝賢書簡
摘 要宛 先
用筆
注記
形状
法量
(縦)
著者
(差出人)
成立・出版年請求記号資 料 名
〔塚原先生 陳競
存先生〕
墨書
＜唐紹儀＞
状26.4唐紹儀
〔大正７年〕12月24日
1918年
図塚原0239唐紹儀書簡
摘 要宛 先
用筆
注記
形状
法量
(縦)
著者
(差出人)
成立・出版年請求記号資 料 名
塚原嘉一郎殿墨書
＜唐＞
状15.5唐〔なし〕図塚原0530〔唐書簡〕
摘 要宛 先
用筆
注記
形状
法量
(縦)
著者
(差出人)
成立・出版年請求記号資料名
塚原先生ペン書
＜章士釗・謝暁石＞
状20.8
章士釗・
謝暁石
〔なし〕図塚原0535章士剣・謝晩石書簡
摘 要宛 先
用筆
注記
形状
法量
(縦)
著者
(差出人)
成立・出版年請求記号資料名
塚原先生墨書
＜殷□＞
状25殷□９月12日図塚原0538殷□書簡
摘 要宛 先
用筆
注記
形状
法量
(縦)
著者
(差出人)
成立・出版年請求記号資 料 名
塚原我兄墨書
